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国指定史跡の鞠智城跡は、大部分が山鹿市菊鹿町にありま
す。城域の面積は約55haで、東京ドームの12個分の広さがあ
ります。今から約1300年前に、当時の大和政権が築城した古
代山城の一つで『続日本紀』など国の歴史書にも鞠智城に関
する記事があります。この時期、肥後に関する記述は阿蘇山
爆発の報告くらいですから、それ自体に大変な重みがありま
す。国書に記載された非常に由緒正しい遺跡なのです。
歴史を振り返りますと、７世紀半ばの東アジアの国際情勢

は、大層緊迫していました。海の向こうの朝鮮半島では、
新羅
しらぎ

・百済
くだ ら

・高句麗
こ う く り

の３国が、互いに覇権を競っていました。
大陸では、唐

とう

の大国が、朝鮮半島への南下政策を計画してい
ました。そのような状況下で、外交にたけた新羅は、唐と手
を組んで百済と高句麗の攻略を謀り、百済を滅ぼしました。
そこで百済は、同盟関係にあった大和政権へ、国家の再興を
願って援助を求めました。これに応じて、大和政権が行動を起
こします。女帝の斉明天皇

さいめいてんのう

は、中大兄皇子
なかのおおえのおうじ

を伴って筑後まで下
り、朝倉宮を造営して、朝鮮半島への出兵を謀ります。とこ
ろが、天皇が急死するアクシデントに見舞われました。それ
でも、中大兄皇子によって、計画は遂行されますが、海を渡
った27,000人の兵は、錦江河口の白村江

はくすきえ

の戦いで、唐と新羅
の連合軍に敗北しました。400艘余りの船が血に染まった海に
沈み、黒煙が空を覆う悲惨な結末になりました。
結果として、敗戦を契機に、唐と新羅の日本本土への侵攻

が予想される非常事態となったのです。日本は、国家存亡の
危機に直面したのです。急きょ有事に備えて、国家防衛網が
張り巡らされることになりました。飛鳥の都を守るため、西

人口　　59,195（－55）
男　　27,936（－33）
女　　31,259（－22）
世帯数　20,857（－12）
２月末現在（前月末比）

日本地方に城塞が配置されました。最も朝鮮半島に近い対
馬の金田城を最前線基地として、九州統括の大宰府の周囲
には、大野城と基肄城

きいじょう

が築かれ、内陸部の肥後には後方支
援基地としての鞠智城が配備されました。国書に記載され
た古代山城は、11城を数えます。幸いに唐と新羅の侵攻は
なく、日本は事なきを得ましたが、鞠智城を含めて、我が
国初の国家プロジェクトによって造られた城塞であるとこ
ろに古代山城

こだいさんじょう

の大きな意義があります。
それにしても、何故、この山鹿の菊鹿に国防の一端を担

った鞠智城が築城されたのでしょうか。それは、菊鹿の米
原が特別な場所にあったからです。背後に八方ヶ岳を担う
菊鹿盆地の一角に位置し、眼下には肥沃な菊池平野が広が
り、中央部を悠然として菊池川が流れています。「聖なる
山・肥沃な平野・大河」の組み合わせは、『風水説』に合
致した景観なのです。大宰府の政庁が置かれた都府楼も同
じような立地条件下にあると言われています。国家の非常
時に際して、城地を選定する時でも昔の人は、このように
縁起を担いだのです。
城内の灰塚に立ちますと、遠く熊本市内の金峰山の一の

岳、二の岳、三の岳を望むことができます。この山からの
狼煙で、有明海で発生した有事（唐と新羅の有明海からの
侵攻）の伝達も可能でした。このような地の利もあり、鞠
智城の素晴らしさがより一層おわかり頂けると思います。
最後になりましたが、私の３回にわたる「鞠智城の連載」
で山鹿市民の皆さまに鞠智城のことを知っていただけたら
幸いです。遠からず国営公園になることを祈念しましてペ
ンを置きます。

熊本県文化財保護審議会委員　

古閑　三博さん

国史跡鞠智城跡の歴史とその意義

温故創生館　
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申請する人

申請する場所

持参するもの

世帯主（ご家族の方による申請もできます）

市役所国保年金課の窓口、または各総合支所市民福祉課の窓口

国民健康保険被保険者証、印鑑（認めで結構です）

高額療養費の制度改定高額療養費の制度改定

…国保年金課 1４３‐１５２７
または、各総合支所市民福祉課まで

鹿　北 1３２‐３１１１
菊　鹿 1４８‐３１１１
鹿　本 1４６‐３１１２
鹿　央 1３６‐３１１３

問合せ

医療費の自己負担額が高額になったとき、定められた限
度額を超えた分は高額療養費として支給されます。
この高額療養費について、４月１日から70歳未満の人が

入院したとき、「限度額適用認定証」の交付を受ければ窓口
で支払う自己負担が限度額までで済むようになります。

３月31日まで ４月１日から

※外来や複数の医療機関への支払いで限度額を超える場合は、
これまでどおり後日申請してから給付を受ける形になります。

q月の１日から末日まで、暦月ごとの受診
について計算します。

w同じ病院で、内科などと歯科がある場合、
歯科は別計算。

e一つの病院・診療所ごとに計算（病院・
診療所が違う場合は合算できません）。

r同じ病院・診療所でも、外来と入院は別
計算。

t差額ベッド代など保険診療の対象となら
ないものは除きます。

y入院時の食事代の標準負担額は除きます。

申請が必要な人は…！

申請の方法！

q 70歳未満の国保被保険者であり、
w４月１日以降、入院する人
e現在入院中で、４月１日以降も入院が継続する予定の人
r現在「標準負担額認定証」を持っている人

自己負担限度額は所得区分によって異な
るため、あらかじめ国保に申請をして「限
度額適用認定証」の交付を受ける必要があ
ります。
この認定証を医療機関に提示することで、
窓口での支払いが自己負担限度額までで済
むようになります。
ですから入院する場合には、忘れずに限
度額適用認定証の交付申請をするようにし
てください。

患
　
　
者

医
療
機
関

国
　
保

数か月後、限度額を
超える分を支給

患
　
　
者

医
療
機
関

国
　
保

限度額を超える
分を支払

入院の前に
限度額適用認定証
の交付申請を忘れずに

q

w

q

w

自己負担分を支払う

後日、国保に申請
限度額適用認定証
の交付申請

限度額適用認定証
を交付

e
限度額適用認定証を提示すると
限度額までの支払いで済む

上位所得

一　　般

市民税
非課税世帯

150,000円 ＋

80,100円 ＋

35,400円

医療費が500,000円を超えた場合は、
その超えた分の１％を加算

医療費が267,000円を超えた場合は、
その超えた分の１％を加算

83,400円

44,400円

24,600円

●自己負担限度額（月額）ー70歳未満ー

※１

※１基礎控除後の総所得金額などが600万円を超える世帯
※２支給回数は、過去12か月間に実際に支給を受けた回数です

※保険税に滞納がある場合には認定証の交付ができませんので、これまでどおり
自己負担額を支払った後、高額療養費の申請をしていただくことになります。

●自己負担限度額の計算方法

所得区分 支給回数３回目まで ４回目以降 ※２
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岡
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れ
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運
行
期
間
▽

４
月
１
日
A
〜
９
月
30
日
A

の
金
・
土
・
日
祝

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

４
月
27
日
F
〜
５
月
６
日
A

毎
日
運
行

※
夏
休
み
期
間
中

７
月
20
日
F
〜
８
月
31
日
F

毎
日
運
行
　

片
道
運
賃
▽

福
岡
〜
山
鹿
　
大
人
　
２
千
３
百
円

福
岡
〜
菊
池
　
大
人
　
２
千
５
百
円

※
小
児
・
障
が
い
者
は
半
額

往
復
割
引
等
設
定
な
し

バ
ス
の
予
約
▽

・
九
州
高
速
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
1
０
１
２
０
‐
489
‐
939

携
帯
電
話
か
ら
は
1
092
‐
734
‐
２
７
２
７

・
熊
本
高
速
バ
ス
予
約
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
354
‐
４
８
４
５

バ
ス
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
▽

西
鉄
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー

1
092
‐
733
‐
３
３
３
３

菊池発
運行会社 熊電　 西鉄　　産交

乗
車
の
み

菊池プラザ
市民広場
メロンドーム
鹿本総合支所前
温泉プラザ前
山鹿バスセンター

↓
福岡空港(国際線)
天神バスセンター
博多駅

8:52
9:00
9:11
9:17
9:27
9:29
↓
10:39
11:00
11:11

降
車
の
み

12:52
13:00
13:11
13:17
13:27
13:29
↓
14:39
15:00
15:11

16:22
16:30
16:41
16:47
16:57
16:59
↓
18:09
18:30
18:41

福岡発
運行会社　 西鉄　 産交 熊電

乗
車
の
み

博多駅
天神バスセンター
福岡空港(国際線)

↓
山鹿バスセンター
温泉プラザ前
鹿本総合支所前
メロンドーム
市民広場
菊池プラザ

8:54
9:10
9:32
↓
10:42
10:44
10:54
11:00
11:12
11:19

降
車
の
み

10:56
11:15
11:37
↓
12:47
12:49
12:59
13:05
13:17
13:24

16:11
16:30
16:52
↓
18:02
18:04
18:14
18:20
18:32
18:39

●運行ダイヤ
（西日本鉄道、九州産交バス、熊本電気鉄道　３社共同運行）

●運行経路（座席指定制路線）※事前に予約が必要です
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

ふるさとの文化財を守り育てようと、山鹿灯籠踊り保存会
主催で、熊本県を代表する郷土芸能が八千代座に集結し、披
露されました。立ち見が出るほどの大盛況でした。
市外からは、牛深ハイヤ保存会によるハイヤ踊り（天草市）、

人吉鬼木臼太鼓踊保存会による臼太鼓（人吉市）、熊本新町獅
子保存会による新町獅子舞（熊本市）、お隣の菊池市からは狂
言みのる会による「狂言蝸牛（かたつむり）」のなど。市内か
らは宗方万行保存会の宗方万行、山鹿太鼓保存会の演奏、山
鹿灯籠踊り保存会の灯籠踊り、地域おこし本分29日会による
にわかの参加でした。
涙あり、笑いあり、感動ありの催しで、取りをとった牛深

ハイヤで、賑やかに締めくくりました。

どこん（どこの）郷土芸能もすばらしかぁ
…くまもと郷土芸能in八千代座　２月18日　

▲これは市内宗方地区の「宗方万行」

▲それぞれの分野で意見や問題点が報告されました

▲すごく緊張したけど一生の思い出になりました

六郷小の５年生35人が12月に贈ったお米のお礼として、安倍
晋三内閣総理大臣より、お礼の電話がありました。
安倍総理から「皆さんが一生懸命育てたお米を贈ってくれて

ありがとうございました。妻とおいしくいただきましたよ」と
のお礼に、電話対応した芹川昌穂

あきほ

さん（山の井）と大塚泰介
たいすけ

さ
ん（みどり団地）は、「米作りはたいへんだったけど、地域の
方が喜んでくれました。６月には、ぜひ安倍さんも田植えに来
てください」と伝えました。
電話を終えた生徒たちからは、満面の笑みと同時に、大きな

拍手が起こりました。

安倍総理はやさしい声でした　
…六郷小に安倍総理からお礼の電話　２月21日

六郷小学校

山鹿市が全国に誇る和紙工芸の中のひとつである『来民
うちわ』の制作教室に、市民８人がチャレンジしました。
うちわ職人の栗川亮一さん（来民）の指導で、竹を割っ

てうちわの骨を作り、自分で絵や文字を描いた和紙をはり、
柿汁を塗って仕上げました。「竹を割るのが一番難しかっ
たが、竹の性質を知る勉強になった」と話す竹下浩一さん
（花見坂）は、完成したうちわを手にとり満足そうに話し
ました。

世界にひとつだけの　うちわ　　
…来民うちわ制作教室　２月６日～27日

鹿本ふれあいセンター
「山鹿市農業活性化計画」を策定し、その委員会の中で取り

組んできたことについて、問題点などの中間報告を兼ねて、農
業関係者・物産館関係者・鹿本農業高校生徒ら100人ほどが参
加し活性化ファオーラムが開催されました。
活性化委員会委員長の松添直隆さん（熊本県立大学環境共生

学部教授）の中間報告後、認定農業者など５人が、パネルディ
スカッションを行い、活発な意見を出し合いました。
海外の農業の違い、熊本市内との違いなど地域別農業の課題

や山鹿独自の問題、生産者のみならず消費者や他の産業と連携
して取り組む問題などこれからの課題が話し合われました。

これからの農業・林業をどうしていくのか！
…農業活性化フォーラム　２月21日　健康福祉センター　

▲栗川さんの指導で空気が入らないように慎重に和紙を貼る参加者
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身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

春近し・・・といったこの時期、恒例の初市が開催さ
れました。両日とも商店街を一部歩行者天国にして開放
し、「春」を感じる苗木や植木、花などがいたるところで
売られていました。
商店街の空店舗を利用して、伝統的なひな壇飾りや地

元の保育園の園児などによる手作り雛、モビールタイプ
の変わり雛など飾られました。

春を感じますね～！
…初市　３月３・４日　来民商店街（鹿本）

▲空き店舗を利用しての今では珍しい七段雛飾り

この国営公園化に向けて、市民と市全体の盛り上がりと、県や隣
接する市町との連携を強くするために期成会の発足式がありました。
当日は、本市文化財保護委員長の古賀寛了さんから設立趣旨や、

これまでの経過報告が行われ、議事ではこの会の規約、役員や活動
計画が決まりました。
続いて、県文化財保護審議会委員の古閑三博さんが講演を行いま

した。
この講演で古閑さんは、鞠智城の歴史的背景や、現在までの条件

整備の優位性、歴史公園としての県や関係団体のこれまでの取り組
み、菊池川流域に点在する史跡などの魅力について話しました。
また、これらの優れた魅力を持つ鞠智城の国営公園化が、九州新

幹線の全線開業にともない、観光面でも本市や菊池川流域に大きな
影響を与えると熱く語り、来場者も熱心に聞き入っていました。

東アジアを見つめた古代日本・国際史跡「鞠智城」
…山鹿市国営鞠智城歴史公園設置促進期成会発会式　

３月１日　健康福祉センター

三寒四温といわれるこの時期、「寒」を感じさせる冷たい
風が吹く中、今年も多くの人が、一足早くできたて「新酒」
を味わいに訪れました。
枡を買って新酒を味わいながら、目では山鹿太鼓、狂言、

山鹿灯籠を味わい、胃袋では屋台の粕汁などを味わいま
した。
今年は、「飲酒運転撲滅」に一役かって、車で来た方に

は、「ハンドルキーパー」のパスを受付でもらいます。そ
れを首から下げ「私は飲みません」の意思表示をし、帰
りの際、受付で返却すると赤米や米せんべいをお土産に
もらえるという試みもありました。

春の恒例！今年もやってきました　　
…新酒まつり　３月11日　千代の園酒造

▲これがドライバーさん用パス

7 2007.4.1 広報やまが

▲熱心に講演を聴き入る期成会会員

鹿本商工生が、第６回全日本短剣道大会高校生の
部団体でみごと優勝という快挙を成し遂げました。
個人戦でも健闘し、準優勝に村上貴裕さん、３位

に倉原亮太さんがそれぞれ入賞しました。

全日本で堂々の初優勝！おめでとうございます
…全日本短剣道大会　２月10日　東京日本武道館

▲技を磨き来年度に向けて益々頑張ってください

山鹿回生病院婦人消防隊（隊長以下８名）が、防火思
想の普及と技術の向上に努め、地域防災に貢献したとこ
が認められ、日本消防協会より表彰状と表彰旗が贈られ、
その伝達式が行われました。この受賞は、全国でも27団
体で熊本県下では、回生病院のみの受賞でした。
同時に、同婦人消防隊長の野満菜穂子さんが婦人消防

隊の使命達成に力をそそぎ、貢献したことで功績が認め
られ同じく表彰されました。

これからも頑張ってください
…日本消防協会表彰伝達式　２月26日　山鹿回生病院

▲これからも病院と地域をしっかり守ってください

山鹿市の主要観光地を市民がバスで巡る『山鹿探訪ツアー』が、
３日間の日程で開催されました。市観光振興課主催。
合併により拡大した山鹿市の魅力を、まずは市民に知ってもら

い、訪れる観光客をあたたかくもてなしてもらうのが狙い。
初日は、豊前街道など山鹿市内巡り。２日目は、清浦記念館や

鞠智城などの鹿本・菊鹿コース。最終日は康平寺や道の駅かほく
などの鹿央・鹿北コース。３コースに延べ63人が参加しました。
３日間とも参加した飯田和美さん（方保田）は、「山鹿に長く

住んでいるが、改めて案内人さんから説明を聞いてみると、初め
て知った事も多くありました。合併して観光地も増え、今回初め
て訪れた場所もあって、たいへん勉強になりました。それぞれで
の滞在時間が短かったので、今度は個人でじっくりと見にいきま
す」と話しました。

やまがの魅力　もっと知って！
…やまが探訪ツアー　２月22～24日　

▲鞠智城について熱心に説明を聞くツアー参加者（温故創生館）

雄大な双子塚古墳を周回しながら、１本のタスキをリレ
ーする大会が行われ、小学生55チームが出場しました。
コースは、低学年の部(３年生以下３km）と高学年の部

（４年生以上５km）の２コース。双子塚古墳の周回路を５人
でタスキリレー。靴が脱げてもそのまま走りきる子どもや、
手を振りながら笑顔で走る子どももおり、参加者の楽しそ
うな笑顔があふれる大会
となりました。
【結果】市関係のみ
低学年の部
１位 奥永Ｂ(鹿央）
３位 姫井・姫井団地(鹿央）
高学年の部
２位 下永野ドラゴン(菊鹿)
３位 山鹿小Ｄ(山鹿)

古代の浪漫を感じながら！
…双子塚１周リレー大会　2月25日 岩原古墳周辺　

古代の子どもも古墳の周りを

走ってたのかな？

▲

城北小学校では創立百周年を迎え、全校児童と保護者、卒業生、
学校関係者ら約500人が出席して記念式典が行われました。
記念碑の除幕後、校庭では５年生24人が、地域の郷土芸能『木山

羽熊振り』を披露し、大きな拍手を浴びていました。記念式典では、
上田三貴子校長が「校庭のえの木や、校長室の写真に百年の重みを
感じます。7,000人を越える優秀な卒業生の方々が世界で活躍されて
います。城北に生まれ育ったことを誇りに思い、ふるさとを大切に
する心を忘れないでください」と挨拶。その後６年生18人がステー
ジに上がり、「城北小百年の歩み」と題し、卒業生の話や古い写真
を交えて、母校の歴史を紹介しました。
保護者が準備したダゴ汁の昼食を楽しみ、児童たちが学年ごとに

合唱や演劇を発表して、地域の人と一緒に100周年を祝いました。

地域あげて　創立100周年を祝う
…城北小学校創立百周年記念式典　３月4日　城北小学校

▲生徒や地域の人たちの前で「木山羽熊振り」を披露する５年生
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身
近
に
も
迫
る
ハ
イ
ハ
イ
商
法

タ
ダ
ほ
ど
高
い
も
の
は
な
い
・
・
・

最
近
、
こ
こ
山
鹿
市
で
も
相
談
が
多
発
し
て
い
る
の

が
「
Ｓ
Ｆ
（
催
眠
）
商
法
＝
ハ
イ
ハ
イ
商
法
」
で
す
。

一
人
暮
ら
し
の
方
や
、
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
、

高
額
な
商
品
な
ど
を
契
約
さ
せ
る
も
の
で
す
。

身
近
な
方
が
、
こ
の
様
な
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
販
売
方
法
と
特
徴
】

空
店
舗
や
大
型
店
舗
の
駐
車
場
な
ど
の
特
設
会
場
に

安
売
り
や
講
習
会
の
名
目
で
人
を
集
め
、
会
場
を
締
め

切
っ
て
日
用
品
や
食
料
品
な
ど
を
無
料
で
配
り
、
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
興
奮
状
態
に
し
、
最
後
に
高
額
な
商

品
を
売
り
つ
け
る
も
の
で
す
。

【
主
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
】

・
羽
毛
ふ
と
ん

・
電
気
治
療
器

・
健
康
食
品

・
着
物
　
　
な
ど

【
じ
ゃ
ぁ
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
・
・
・
】

・
安
易
に
近
づ
か
な
い
方
が
賢
明
で
す
。

『
タ
ダ
ほ
ど
高
い
も
の
は
な
い
』
無
料
で
配
ら
れ

た
後
に
は
「
何
か
他
の
こ
と
が
あ
る
の
で
は
」
と

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
契
約
す
る
前
に
家
族
や
知
人
に
相
談
す
る
。

・
契
約
し
て
し
ま
っ
た
後
、
解
約
し
た
け
れ
ば
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
を
す
る
。

・
不
安
に
な
っ
た
ら
、
市
役
所
商
工
振
興
課
に
早
め

に
相
談
す
る
。

※
健
康
食
品
を
飲
ん
で
体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
、
健
康

機
器
に
よ
っ
て
は
使
え
な
い
人
も
あ
る
の
で
医
師
に
相

談
し
て
か
ら
使
用
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

新着図書ピックアップ

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

連載第18回

北
谷

き
た
だ
に

の
長
福
寺

ち
ょ
う
ふ
く
じ

と

新
宮
次
郎

し
ん
ぐ
う
じ
ろ
う

の
悲
話
　
　

(

鹿
央
町
北
谷
）

霜
野
山
康
平
寺
の
北
の
法
堂
、
長
福
寺
観

音
堂
は
今
静
か
に
千
年
の
時
を
刻
ん
で
北
谷

の
集
落
を
見
下
ろ
し
て
た
た
ず
む
。
十
八
世

紀
の
安
永

あ
ん
え
い

八
年
（
一
七
七
九
）、
釈
双
円
が

書
い
た
『
延
寿
院
坊
舎
略
記
』
に
は
、
霜
野

山
康
平
寺
に
つ
い
て
、
数
々
の
堂
舎
を
記
し

て
い
ま
す
。

大
講
堂
　
古
ハ
大
伽
藍
が
ら
ん

中
古
ハ
九
尺
間

五
間
四
面
　
今
ハ
七
尺
間
三
面
四
面

阿
弥
陀
堂
　
今
ハ
仮
堂

薬
師
堂
　
古
ハ
三
面
四
面
　
今
ハ
仮
堂

北
谷
長
福
寺
　
本
尊
十
一
面
観
世
音
堂

二
間
四
面

以
上
坊
数
九
十
九
　

坊
寺
領
本
田
五
百
五
十
町

と
言
う
よ
う
に
、
北
谷
の
長
福
寺
は
康
平
寺

の
末
社
ま
っ
し
ゃ
と
考
え
ら
れ
、
東
の
東
福
寺
、
南
の

真
福
寺
、
西
の
西
福
寺
、
そ
し
て
北
の
入
口

に
あ
る
長
福
寺
が
大
切
な
四
つ
の
法
堂
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

長
福
寺
の
開
山
は
恵
公
上
人

け
い
こ
う
し
ょ
う
に
ん

で
、
年
代
は

康
平
寺
と
同
じ
康
平
元
年
（
一
〇
五
八
）
で

す
か
ら
、
地
方
で
は
ま
れ
に
見
る
古
刹
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
本
尊
は
、
十
一
面
観
世
音

菩
薩(

盗
難
）、
そ
の
右
側
に
安
置
さ
れ
て
い

る
の
は
薬
師
如
来
像
で
、
十
二
神
将
を
従
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
寺
は
菊
池
家
十
九
代
肥
後
守

持
朝
の
弟
新
宮
次
郎
忠
親
が
自
刃
し
た
悲
し

い
歴
史
の
舞
台
で
も
あ
り
ま
し
た
。『
霜
野

来
由
記
』
や
『
新
撰
事
蹟
通
考
』
を
要
約

す
れ
ば
、
新
宮
次
郎
は
兄
と
仲
た
が
い
し

て
、
城
を
追
わ
れ
内
空
閑
氏
を
頼
っ
て
北

谷
村
に
き
ま
し
た
。
小
さ
な
殿
屋
を
作
り
、

ひ
っ
そ
り
生
活
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
主
兄
持
朝
の
許
し
を
待
ち
な
が
ら
も
、

隈
府
よ
り
下
知
に
よ
り
長
福
寺
に
お
い
て

自
害
し
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
従
者
も
皆
、
殉
死
し
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

墓
は
長
福
寺
の
裏
手
百
メ
ー
ト
ル
の
杉

林
の
中
に
あ
り
、
十
数
基
の
五
輪
塔
を
従

え
て
石
の
祠

ほ
こ
らに
祀ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
宮
次
郎
忠
親
の
自
害
を
見
届
け
た
使
者

と
、「
命
を
安
堵
あ
ん
ど

す
る
」
と
新
た
な
下
知
を

伝
え
る
隈
府
よ
り
の
使
者
が
行
き
合
い
、

共
に
殉
死
し
た
塚
も
近
く
に
あ
り
、
こ
れ

を
『
ゆ
き
あ
い
坂
』
と
言
う
そ
う
で
す
。

あ
と
一
時
、
二
度
目
の
下
知
が
早
け
れ
ば

死
な
ず
に
済
ん
だ
の
に
…
そ
れ
が
歴
史
な

の
で
し
ょ
う
か
。

と
き
に
、
新
宮
次
郎
忠
親
二
十
一
歳
。

永
享

え
い
き
ょ
う

六
年
（
一
四
三
四
）
八
月
十
一
日

兄
弟
で
あ
り
な
が
ら
悲
し
い
戦
国
の
定
め
、

若
き
二
十
一
歳
の
次
郎
は
何
を
思
っ
て
杉

林
の
中
で
眠
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

多
田
隈
　
亮
典

り
ょ
う
す
けさ
ん

（
鹿
央
町
岩
原
）

新
宮
次
郎
忠
親
の
墓

▲

催しスケジュール
鹿本図書館
・おはなし会
日時u４月７日G・14日G・21日G

午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u４月３日C・10日C・17日C

24日C 午前11時から
・子ども読書の日まつり
日時u４月28日G  午前10時から
プリンセスドレスで物語の主人公になろう
つくってたべるおはなし会　など
古くなった雑誌の一部を市民の皆様に…
山鹿中央公民館図書室
・おはなし会
日時u４月21日G 午後２時から

大国ロシアを相手に戦いを挑んだ日露戦争から100年。日
本海大海戦勝利の名参謀・秋山真之の劇的な生涯に迫る。
87年刊の新装版

不都合な真実　 アル・ゴア／著　ランダムハウス講談社
原タイトル：An inconvenient truth   枝廣淳子／訳

あなたはこの驚くべき現実に向き合いますか？目を背け
ますか？アメリカの元副大統領アル・ゴアが地球の瀕死
の症例を紹介しながら、今、人類が取るべき方法を示す。
映画「不都合な真実」の書籍版。

秋山真之のすべて【新装版】
生出寿ほか／著　新人物往来社

朝子の父は染色、母はカウンセラーと、それぞれ夢をも
って生きている。でも両親は、自分たちそれぞれの夢を
かなえるために別れるという。朝子の心は…

12歳に乾杯　　
吉田道子／作　佐竹美保／絵　国土社

今月の休館日
鹿本図書館
u４月２日B・９日B・16日B

23日B・29日_・30日B
山鹿中央公民館図書室
u４月29日_・30日B
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

《今月は鹿央公民館図書室から》

山山
火火
事事
・・
林林
野野
火火
災災

に
注
意
！

春
は
空
気
が
乾
燥
し
降
水
量
が
少
な
く
、
さ
ら
に
強

い
風
が
頻
繁
に
吹
き
荒
れ
る
た
め
、
山
火
事
・
林
野
火

災
な
ど
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

暖
か
い
季
節
に
な
り
ハ
イ
キ
ン
グ
・
山
菜
取
り
な
ど
に

出
掛
け
る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
作
業
な

ど
で
火
入
れ
を
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
の
で
、
火
災
発

生
の
未
然
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
。

火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
屋
外
で
喫
煙
す
る
と
き
は
、

マ
ナ
ー
を
守
り
携
帯
灰
皿
を

使
用
す
る
な
ど
、
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
は
絶
対
し
な
い

●
近
く
に
枯
れ
草
や
建
物
な
ど
、

燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
と

こ
ろ
で
は
焚
き
火
は
し
な
い

●
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
や

風
が
強
い
時
は
、
焚
き
火
を

し
な
い

●
焚
き
火
を
す
る
時
は
、
水
バ

ケ
ツ
な
ど
消
火
の
準
備
を
し

て
、
完
全
に
消
火
す
る
ま
で
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

火
災
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

で
す
。

山
火
事
・
林
野
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
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楽しもう指遊び・手遊び
菊鹿中央保育園

春めいてきたこの頃、保育園では、畑のキャベツやブロ
ッコリーを収穫しては、♪キャベツの中から♪と指遊びを
楽しんでいます。子どもたちとスキンシップを兼ねて、や
りとりのおもしろさを仕草で表現する楽しさや、伝える者
（保護者や保育士）との心の交流ができ、優しさや思いや
りが広がる遊びでもあります。
特に、言葉を習得する１・２歳児の子どもたちには、う

まく使えない言葉の代わりに、身体表現と共に軽快なリズ
ムや言葉の繰り返しや、変化のおもしろさを楽しみ、その
反応には、微笑ましいものがあります。
『矢印いっぽん』では、○○どこだ…との問いかけに対

して、懸命に考えて答えようとする子どもたちの成長ぶり
が見えたりします。指先を使うことで、脳の活性化が図ら
れるのは周知の通りですが、子どもたちも年齢に応じての
反応が、指遊び・手遊びをしている時にしっかり感じられ、
コミュニケーションが深まるなら、これほど嬉しい事はあ
りませんね。ぜひ、家庭でも楽しんでくださいね。

■材料（1人分）
・白玉粉（13ｇ）・春菊（10ｇ）
・牛乳（2cc）・ごま（6ｇ）
・食油（2cc）・あんこ（22ｇ）
■作り方
q…春菊をゆで、みじんにきざむ。
w…qと白玉粉を牛乳でこねる。
e…あんこをwで包む。
r…食油に転ばし、ごまをまぶす。
t…オーブン180℃で20分間焼く。

富慈園

「楽しい食事、楽しみにする食事」の環境づくりとして、
様々な「食育体験活動」を展開しています。
その中の菜園活動では、タマネギ、大根、カボチャ、水

菜など約15種類ほどの野菜を育て収穫しては「やっぱり自
分たちで育てた野菜はおいしいね！」と喜んで食べている
こどもたちです。でも、その中「春菊だけはちょっと…」
と言う子どももいました。
そこで、「苦手な野菜も喜んで食べてくれるように！」

という給食の先生方の思いで発案されたのが、『春菊入り
みるくごまもち』です。これは子どもたちにも、たいへん
好評です。今年は春菊の代わりに小松菜を入れてみました。
簡単でおいしく栄養もあります。
一度作ってみませんか！

★
ミ
ル
ク
ご
ま
も
ち
★

春
菊
入
り

▲たまごまごまご　実演中です

心躍る春がやってきました！
～親子で一歩、外に足を踏み出してみませんか？～
山鹿市の親子で集える場や、子育てを応援する所を
紹介します。

子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！
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☆子育て支援センター　　 【月～金　10:00～16:00】
親子がいつでも気軽に集える場所です。親と子が友

だちをみつけたり、子どもへの関わり方を学んだり、
子育ての相談をしたりすることができます。
・山鹿子育て支援センター「とことこ」
山鹿市川端町402 143-1270

・鹿北子育て支援センター「すまいる」
鹿北町芋生3910-1 1 32-3194

・菊鹿子育て支援センター「ひまわり」
菊鹿町下内田1658 1 48-4660

・鹿本子育て支援センター「ぽっかぽか」
鹿本町御宇田202-5 1 46-2635

・鹿央子育て支援センター「ほのぼの」
鹿央町合里119-1 136-2150

☆つどいの広場
・おさか童夢　 【月・水・金・土　10:00～16:00】
子育て中のお父さん、お母さん、おじいちゃん、
おばあちゃん、どなたでも集える場です。ほっ
とタイム(お茶会）やランチクッキングなど開
きます。 山鹿市小坂2238 143-1155

・ぽかぽか　　　　　　　【火・木　10:00～16:00】
移動のつどいの広場です。鹿本生涯学習・健康セ
ンター「ひだまり」で開催しています。

☆地域子育て応援団
・山鹿市地域子育て見守り隊
子育て中の保護者に、子育ての知恵や経験を伝
承するボランティア活動です。 143-1514

・病後児保育室「あすなろ」
病気の回復期にある子どもを一時的にお預かり
し、子育てを応援します。 143-1281

・やまが・ファミリー・サポートセンター
「子育ての手助けをして欲しい人」と
「子育ての手助けをした
い人」が会員となって、
お互いに助け合う会員
組織です。
山鹿市社会福祉協議会
144-8800

木曜日は魔法の日
山鹿東保育園保護者　池田完治・亜矢子

「今朝はトレーニングしなきゃ！」いつも布団をはい
でも悠然と寝ている長男が、この朝だけは違う顔して飛
び起きる。寝間着で冷蔵庫から缶ビール２本取り出すと、
何を思ったかダンベル代わりに腕力を強化している。い
くら「起きろ」と言っても起きないくせに、「体育教室」
がある木曜日は、彼にとって魔法の日なのだ。
だからといって彼はいわゆる健康優良児ではない。体

も小さいし、食も細い。親であるが故にそのことで心配
し、食卓ではいつも長男に向けて「あれもこれも食べろ」
と口をとがらせている。そんな願いもつゆ知らず、彼は
これまで、大きなぜんそく発作で２度入院した。夜中、
猛烈に咳き込む姿に命の心配もし、夜を明かした。そん
な彼の「できるようになりたい」という願いを、すべて
園の先生方に「できた！」に変えていただいた。
組体操でピラミッドを下から支え、鉄棒の逆上がりを

決め、跳び箱５段を飛んだ。跳び箱の着地が決まったと
き、小さいながらも力強い姿に自分の身が震えたが、そ
れ以上にまわりの保護者や友だちからの大きな拍手は
「東保育園で幸せだった」と心底思わせるに充分で、涙
が溢れた。体育教室での彼の真剣なまなざしはどうだ。
そうしてその瞳の輝きに反射するかのように、体の大き
さや病気のことばかりが先に立ち、子の先を生かすこと
を忘れて、成長の可能性の芽をつんでいた自分が見えて
きて、恥ずかしくなった。
子どもはいつも自分に真剣なのだ。子どもなりに自分

と向き合って、今を精一
杯生きる場をつくってい
ただく先生方の言葉は、
親修行中の私などより力
を持っていて当然で、親
としての生き方を示して
いかねばと自分を振り返
るばかりである。
そんな長男もこの３月

に卒園。次男が４月から
始まる魔法の木曜日を、
心待ちにしてほくそ笑ん
でいる。さて今度から魔
法の日の朝には、どんな
トレーニングが見られる
のだろう。



13 2007.4.1 広報やまが 広報やまが　2007.4.1 12

小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校

クラブでの２回目の取り組みとなります「チャレンジ・ザ・ウ
インタースポーツ」と題した「スキー・スノボー体験バスツアー」
を２月18日Aに大分県九重森林公園スキー場で開催しました。
クラブ会員の小学生から上は75歳の会員さん37人の参加があ

り、スキーやスノボーに果敢にチャレンジしました。
天気は、あいにくの曇りでしたが、「初心者教室」もあり、「自

由滑走」もありでみんなで楽しく滑走しました。
初心者教室を受けた子どもは、覚えが早く、何回もリフトに乗

って時間までめいっぱい滑っていました。
帰りのバスでは、滑り疲れたのかぐっすりと夢の中。
クラブでは、こうしたイベントをこれからも開催したいと思っ

ています。
やまが総合スポーツクラブでは、さまざまなクラブに挑戦でき

ます。水泳のような期間限定ものや今回のスキーのような特別な
催しもあります。

「お互いに支え合う人間関係づくり」
をめざして

尺
八
奏
者
と
し
て
決
意
も
新
た

に
！

安
田
知
博
さ
ん

山
鹿
市
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

安
田
知
博
で
す
。
私
の
こ
と
を
思
い
だ

し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
・
・
。

山
鹿
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
笛
を

吹
い
て
い
ま
し
た
。
'98
年
の
「
選
抜
甲

子
園
」
で
、
開
会
式
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

し
ま
し
た
。
大
学
進
学
に
伴
っ
て
山
鹿

を
離
れ
、
今
は
尺
八
奏
者
と
し
て
関
西

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
八
千
代
座
で
４
月
30
日

に
「
里
帰
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
応
援
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
へ
の
お
礼
と
こ

れ
か
ら
尺
八
奏
者
と
し
て
飛
び
立
つ
た

め
の
決
意
を
こ
め
た
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
尺
八
だ
け
で
は
な
く
、「
よ
へ
ほ

節
」
の
篠
笛
や
「
耳
無
し
芳
一
」
の
語

り
も
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

投
稿

今月はクラブメンバー
スキー体験ツアーにズーム

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

三玉小学校

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

投
稿

山
鹿
中
学
校
第
二
学
年
立
志
式

山
鹿
中
学
校
生
徒
会
長

二
年
四
組
　
中
野
美
瑞
希
さ
ん

「
立
志
」
と
は
、
あ
る
こ
と
を
し
よ

う
と
心
に
決
め
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

私
は
、
こ
の
立
志
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
、
次
の
こ
と
を
目
標
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
、

自
分
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
が
ど
れ
ほ

ど
恵
ま
れ
て
い
る
か
、
普
段
の
生
活
の

中
で
は
あ
ま
り
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
紛

れ
も
な
く
周
り
の
人
々
や
環
境
か
ら
の

影
響
が
あ
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
も

し
私
が
紛
争
の
絶
え
な
い
国
に
生
ま
れ

て
い
た
ら
、
私
は
今
こ
の
世
に
い
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
普
段
当

▲別々の各クラブがそろっての特別ツアー

▲初心者教室で基礎からみっちり！さすが覚えが早い！

ハ
ン
カ
チ
王
子
に
負
け
な
い
笑
顔

青
木
美
恵
子
さ
ん

１
月
17
日
午
後
、
中
学
生
の
下
校
時

間
に
、
洗
濯
物
を
取
り
込
ん
で
い
た
所

「
青
木
！
青
木
！
」
と
呼
ぶ
声
が
聞
こ

え
る
の
で
、
ふ
と
見
る
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
側
を
一
人
の
生
徒
さ
ん
が
、
前
方
を

行
く
お
友
達
の
名
を
呼
ん
で
い
る
。
私

も
興
味
津
々
で
「
今
青
木
と
読
ん
だ
よ

ね
。
う
ち
も
青
木
で
す
が
ね
」
と
言
う

と
「
は
い
、
こ
ん
に
ち
は
」
と
答
え
る

学
生
さ
ん
の
笑
顔
。
今
騒
が
れ
て
い
る

ハ
ン
カ
チ
王
子
の
斉
藤
さ
ん
に
負
け
な

い
そ
れ
以
上
の
笑
顔
に
お
会
い
し
、

「
今
学
校
終
わ
っ
た
の
ね
。
お
疲
れ
さ

ま
」
と
声
を
か
け
る
と
、
彼
か
ら
の
返

事
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
何

と
爽
や
か
な
返
事
。
あ
の
笑
顔
と
素
晴

ら
し
い
受
け
答
え
に
、
鹿
本
中
学
の
先

生
方
の
教
育
方
法
ま
で
も
が
偲
ば
れ
る

よ
う
な
心
温
か
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

あ
の
笑
顔
を
何
時
ま
で
も
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
い
て
行
っ
て
と

願
っ
て
い
ま
す
。

能
面
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

野
村
琉
堂
さ
ん

能
面
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
ク
ラ
ブ
も
開
講
し
ま
し
た
。

見
学
の
方
も
、
大
歓
迎
で
す
。

場
所u

巳
喜
旅
館
大
駐
車
場
の
奥

1
44
‐
５
１
９
１

1
080
‐
１
７
６
６
‐
５
１
９
１

投
稿

投
稿

熊本県から山鹿市が「自立支援実践モデル事業」
の指定を受け、山鹿中学校校区を中心にその取組を
進めています。本校でも、人間関係づくりを高める
実践を行っていますので２つほどご紹介します。
（１）あいさつ運動

人とのかか
わりに一番身
近なあいさつ
を全校あげて
行っています。
曜日ごとに

学年を割り当
て、早く登校
した児童から
児童用昇降口
に並び、登校

してきた友達に元気にあいさつを行っています。始
めた当初、小さかった声も今ではずいぶん大きくな
り、校内でのあいさつも活発に交わされるようにな
ってきました。
（２）つながりを深める全校活動
子どもたち同士の人間関係づくりの力を高めるた

めに、校内行事に「縦割り班活動」や「集団遊び
（学級全員で遊ぶ）」等を多く取り入れています。

人とのかかわ
りの場を意図的
に行事に取り入
れることで、子
どもたちは、コ
ミュニケーショ
ンのスキルを身
につけていきま
す。

このような取組をする中で、高学年の子どもたちが、
低学年の子どもの手を取り、一緒に遊ぶ姿が多く見ら
れるようになり、休み時間になると、あちこちで元気
いっぱいの歓声が聞
こえてくるようにな
りました。
今後、家庭や地域

とさらに連携を図
り、子どもたちがお
互いの気持ちを考え
て行動できるよう
に、子どもたちと教
職員が一つになって
取り組んで行きたい
と思います。

た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
こ
と
も
、

視
点
を
変
え
れ
ば
、
当
た
り
前
で
は
な

い
の
で
す
。
で
す
か
ら
私
は
、
こ
の
立

志
を
機
に
、
敬
い
感
謝
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
も
う
一
度
心
に
留
め
て
い
き
た

い
で
す
。

こ
の
立
志
を
き
っ
か
け
に
、
私
は
も

う
一
度
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
を
見
つ
け
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

千
田
聖
母
八
幡
宮
を
ご
存
じ
で

す
か
？

立
山
美
和
さ
ん

（
山
鹿
市
蒲
生
）

私
の
里
で
あ
る
、
鹿
央
町
千
田
の
宮

区
に
は
千
田
（
聖
母
し
ょ
う
も
）
八
幡
宮
が
あ
り

投
稿

ま
す
。
四
百
八
年
に
創
建
さ
れ
た
、
県

下
で
８
番
目
の
古
社
で
あ
り
、
ま
た
旧

郷
社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
殿

は
、
安
産
・
授
乳
（
子
育
て
）
の
神
様

で
す
。
境
内
は
広
く
、
本
殿
を
囲
む
よ

う
に
歯
の
神
・
夜
泣
き
の
神
・
中
風
の

神
・
家
畜
の
神
・
ひ
ら
く
ち
（
マ
ム
シ
）

の
神
の
五
つ
の
神
が
祀
ら
れ
、
八
島
伝

説
で
知
ら
れ
る
八
島
も
参
道
で
、
以
前

は
そ
の
先
ま
で
長
く
続
い
て
い
た
そ
う

で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
戦
や
火
災
な
ど
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
、
先
人
た
ち
は
敬
神
の

念
を
あ
つ
く
餅
持
ち
、
守
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
長
い
年
月
を
経
る
中
で
、
修

復
す
る
べ
き
と
こ
ろ
が
多
々
出
て
き
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
御
鎮
座
千
六
百
年
の
節
目

の
年
で
あ
り
、
９
月
９
日
に
は
年
式
遷

宮
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、
関
心

を
持
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
、
投
稿

し
ま
し
た
。

▲縦割り班によるドッジボール

▲１年生の集団遊び（リレー）

▲あいさつ運動



15 2007.4.1 広報やまが 広報やまが　2007.4.1 14

AA pp rr ii ll

４４月月

案内板案内板

おお
知知
らら
せせ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

５
月
１
日
C
は
、
国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

４
月
25
日
D
・
26
日
E

27
日
F

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
の
た
め

４
月
１
日
よ
り
民
間
委
託
し
ま
し
た
。

【
委
託
内
容
】

各
種
申
請
書
受
付
、
電
話
対
応
　

料
金
徴
収
、
転
居
に
よ
る
清
算
　

停
水
開
栓
、
検
針

異
常
水
量
調
査
、
滞
納
整
理
等

◎
営
業
時
間

・
月
〜
金
曜

（
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
）

・
土
曜
（
午
前
８
時
半
〜
正
午
）

【
委
託
業
者
】

株
式
会
社
　
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ

【
山
鹿
営
業
所
名
称
】

山
鹿
市
水
道
局
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

…
山
鹿
市
水
道
局
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
　
1
43
‐
１
１
６
１

問
合
せ

水
道
局
で
は民
間
委
託
を
開
始
！

法
律
に
よ

り
２
年
に
１

回
検
査
を
受

け
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
査
対
象
計
量
器u

・
商
店
等
で
商
品
の
売
買
用
は
か
り

・
病
院
、
薬
局
で
使
用
し
て
い
る
調
剤

用
は
か
り

・
学
校
、
病
院
、
保
育
園
等
で
使
用
し

て
い
る
体
重
測
定
用
は
か
り

・
農
協
、
漁
協
等
流
通
物
資
の
集
荷
出

荷
等
用
は
か
り

・
宅
配
な
ど
運
送
業
者
等
貨
物
の
運
搬

算
出
用
は
か
り

・
農
業
、
漁
業
等
の
生
産
者
が
生
産
物

等
の
売
買
用
は
か
り

持
参
物u

・
計
量
器

・
手
数
料

（
１
台
あ
た
り
５
百
〜
２
千
２
百
円
）

日
程u

４
月
19
日
E

Ｊ
Ａ
鹿
本
岳
間
支
所

Ｊ
Ａ
鹿
本
岩
野
支
所

20
日
F

菊
鹿
総
合
支
所

23
日
B

Ｊ
Ａ
鹿
本
鹿
本
町
支
所

24
日
C

Ｊ
Ａ
鹿
本
鹿
央
支
所

25
日
D

山
鹿
市
役
所

26
日
E

山
鹿
市
役
所

検
査
受
付
時
間u

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時

※
た
だ
し
、
19
日
E
は

岳
間
支
所
　
午
前
10
時
〜
正
午

岩
野
支
所
　
午
後
１
時
半
〜
３
時

…
商
工
振
興
課

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

計
量
器
の
定
期
検
査
日
程

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

４
月
よ
り
申
請
受
付
（
予
定
）

対
象
者u

・
市
内
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
方

（
下
水
道
認
可
区
域
内
・
農
業
集
落
排

水
事
業
採
択
区
域
内
・
小
規
模
店
舗
付

住
宅
以
外
の
事
業
所
等
を
除
く
）

補
助
額u

５
人
槽
　
34
万
２
千
円

７
人
槽
　
41
万
４
千
円

10
人
槽
　
53
万
７
千
円

※
補
助
金
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
交
付

し
ま
す
。…

環
境
課
　
1
43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

浄
化
槽
設
置
に
対
す
る
補
助
金

に
つ
い
て

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
19

年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）
の
価
格
を
固
定
資
産
台
帳
に

登
録
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
期
間
中
に
、

縦
覧
で
き
ま
す
。

期
間u

４
月
２
日
B
〜
５
月
31
日
E

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

縦
覧
に
必
要
な
も
のu

印
鑑
・
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

場
所
お
よ
び
連
絡
先u

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

1
43
‐
１
１
２
１

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課
税
務
係

（
鹿
北
）
1
32
‐
３
１
１
１

（
菊
鹿
）
1
48
‐
３
１
１
１

（
鹿
本
）
1
46
‐
３
１
１
１

（
鹿
央
）
1
36
‐
３
１
１
２

４月下旬から５月上旬にかけて、祝祭日が続きます。
そのため、「燃えるごみ」の臨時収集を実施します。
なお、自己搬入はできません。
臨時収集日u４月30日B （振替休日）
対象地区u「燃えるごみ」の収集が月曜日の地区
収集物u燃えるごみ

…環境課　1４３‐７２１１

「燃えるごみ」の臨時収集について★ ★

問合せ

近
年
、
市

内
で
も
架
空

請
求
や
訪
問

販
売
で
の
相

談
事
例
が
急

増
し
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、

基
本
的
な
知

識
の
習
得
に

よ
り
、
被
害
者
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

講
師
の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
地
域
で
利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
出
前
講
座
を
や
っ
て

い
ま
す
！

４/17C

４/18D

４/19E

４/20F

４/21G

４/10C

４/11D
４/13F
４/16B
４/17C

４/12E

４/13F

４/11D

４/12E

９：30～10：30
13：30～14：30
９：30～10：30
11：00～12：00
９：30～10：30
11：00～12：00

９：30～11：30

13：30～15：30
10：00～11：30
13：30～14：30
10：00～12：00
13：30～15：30
９：00～11：30
13：30～15：00
９：00～12：00
９：30～12：00
９：30～12：00
９：30～12：00
９：30～10：30
10：30～11：30
13：30～15：00
15：15～16：00
９：30～11：30
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00

平小城地区公民館
川辺地区公民館
小坂公民館
三岳地区公民館
旧農協小原集荷場
米田地区公民館
カルチャースポーツ
センター第２駐車場
三玉地区公民館
山鹿勤労福祉会館
日置公民館

山鹿市役所本庁裏

椎持研修センター
広見研修センター
鹿北総合支所
構造改善センター
城北体育館
菊鹿総合支所
ＪＡ鹿本第１支所
石渕公民館
ゆめほたる
下分田センター
鹿本総合支所
千田保育所跡地
岩原公民館
仁王堂倉庫
鹿央総合支所

地区 月　日 時　　間 場　　所

山
　
鹿

鹿
北

菊
鹿

鹿
　
本

鹿
　
央

平成19年度狂犬病予防注射日程

内
容u

架
空
請
求
・
悪
質
商
法
な
ど
に

つ
い
て

対
象
者u

町
内
会
、
老
人
会
、
婦
人
会

な
ど
の
団
体

開
催
期
日
と
場
所u

団
体
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い

注
意
点u

・
開
催
希
望
期
日
の
10
日
前
ま
で
に
申

込
み
を
す
る

・
講
座
開
催
日
は
、
原
則
と
し
て
平
日

の
昼
間

・
開
催
場
所
は
、
地
区
の
公
民
館
や
自

宅
で
も
可

…
商
工
振
興
課1

43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

犬
は
、
生
後
91
日
か
ら
、
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

左
記
日
程
の
と
お
り
予
防
注
射
を
行

い
ま
す
の
で
確
認
の
上
、
受
け
て
く
だ

さ
い
。

日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
他
の

会
場
や
近
く
の
獣
医
で
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

注
射
料
金u

３
、
０
０
０
円

※
新
規
登
録
の
場
合
の
み

６
、
０
０
０
円

（
新
規
登
録
料
＋
注
射
料
金
）

…
環
境
課

1
43
‐
７
２
１
１

問
合
せ

狂
犬
病
予
防
注
射

コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミ
ュニティ助成事業により東野コミュニティセンター（公民
館）が新築整備されました。
このコミュニティ助成事業は、宝くじ普及広報事業費を
財源として財団法人自治総合センターが助成決定を行うも
ので、今後の東野地区の益々の活性化が期待されます。

宝くじ助成事業で
東野コミュニティセンター（公民館）を整備

《鹿北地区》

▲完成した東野コミュニティセンター（鹿北地区）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
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日
時u

４
月
22
日
A

午
後
１
時
〜
４
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

心
の
幸
せ
創
り
教
室

募募
　　
集集

あ
な
た
の
夢
は
何
で
す
か
？

特
産
品
の
企
画
、
開
発
、
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
仮
装
体
験
で
き
ま
す
。

自
分
の
描
く
夢
へ
の
足
掛
か
り
と
し

て
の
第
一
歩
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

集
え
未
来
の
企
業
家
た
ち
！

開
催
日
時u

５
月
〜
11
月

対
象
者u

市
内
中
学
新
２
・
３
年
生

高
校
新
２
・
３
年
生

50
人

参
加
費
用u

一
人
　
１
、
０
０
０
円

（
材
料
費
）

募
集
締
切u

４
月
30
日
B

申
込
方
法u

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
山
鹿
青
年
会
議
所
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
込
み

…
6
山
鹿
市
青
年
会
議
所

1
43
‐
４
１
１
４

5
43
‐
４
１
４
４

http://www9.ocn.ne.jp/̃yam
agajc/

問
合
せ
・
申
込

日
時u

４
月
30
日
B

午
後
１
時
半
〜
午
後
４
時
　

場
所u

八
千
代
座

内
容u

尺
八
、
笛
、
語
り

※
山
鹿
太
鼓
、
和
楽
器
ユ
ニ
ッ
ト
「
お
と

ぎ
」
共
演

チ
ケ
ッ
トu

２
、
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

…
安
田
知
博

yasudatom
ohiro@

gm
ail.com

八
千
代
座
1
44
‐
４
０
０
４

問
合
せ

安
田
知
博
里
帰
り
コ
ン
サ
ー
ト

催催
　　
しし

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
座
受
講

生
募
集

受
講
日u

第
１
・
第
３
土
曜(

４
月
〜)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所u

平
小
城
公
民
館

定
員u

新
人
の
方
若
干
名

講
師u

山
崎
信
治
氏

受
講
料u

５
、
０
０
０
円
（
年
会
費
）

※
材
料
代
等
別
途
個
人
負
担

…
山
崎
　

1
44
‐
４
５
６
１

問
合
せ
・
申
込

※
w
子
ど
も
生
活
相
談
は
す
べ
て
の
地

区
に
お
い
て
要
予
約
で
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

４
月
６
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
13
日
F

e
法
律
相
談u

４
月
20
日
F
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

心
配
ご
と
相
談

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

４
月
５
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
12
日
E

e
警
察
相
談u

４
月
19
日
E
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

４
月
４
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
11
日
D

e
心
の
悩
み
相
談u

４
月
18
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

４
月
３
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
10
日
C

e
司
法
相
談u

４
月
17
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

４
月
２
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

４
月
９
日
B

e
消
費
生
活
相
談u

４
月
16
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

日
時u

４
月
17
日
C

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

西
南
の
役
130
周
年

「
山
鹿
口
の
戦
ひ
」

講
師u

隈
　
昭
志
氏

（
元
山
鹿
市
博
物
館
館
長
）

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
、
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

と
も
び
き
塾

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

日
時u

４
月
22
日
A

午
後
１
時
〜

場
所u

玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

会
費u

無
料

内
容u

・
講
演

「
目
で
見
る
感
染
症
」

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
に
つ
い
て
」

・
ピ
ア
ノ
演
奏
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

…
公
立
玉
名
中
央
病
院

中
央
検
査
部
内
（
実
行
委
員
会
）

1
０
９
６
８
‐
73
‐
５
０
０
０

問
合
せ

公
開
市
民
講
座
（
玉
名
市
）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

歌
に
よ
っ
て
本
当
の
人
生
の
勇
気
と

美
し
い
愛
の
歓
び
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
心
に
響
く
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時u

４
月
15
日
A

午
後
２
時

場
所u

天
聴
の
蔵
（
旧
吉
田
酒
造
跡
）

入
場
料u

無
料

内
容u

混
声
合
唱
組
曲
「
花
の
祈
り
」

千
の
風
に
な
っ
て
・
童
謡
ほ
か

※
団
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

…
村
上

1
44
‐
２
９
９
４

問
合
せ

春うらら、今年も温泉祭がやってきました。温泉の
恵みに感謝し、おおいに春を満喫しましょう。
日時u４月14日G～15日A
主な催しu14日　湯寿の舞、御幸式行列、子ども創　

作みこしなど
15日　市民総踊り、スッポン料理大盤振　

る舞いなど
両日　うまいもの市、伝説力くらべ綱引　

き、演芸など
…観光振興課　1４３‐１５７９

山鹿温泉祭★ ★

問合せ

日曜朝市が、開催されています。
ぜひ、お出かけください。
また、山鹿朝市会では、新規の出店者を募集しています。
期間u12月までの毎週日曜

５：00～７：00
場所u湯の端公園
※出店希望の方は、朝市会場へお越しください。

…商工振興課　　　　　1４３‐１４１３
山鹿朝市会会長　本田和稔

1４３‐５６６７

お越しください「朝市」へ★ ★

問合せ

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

日
時u

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館

予
約
や
相
談
料
金
は
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

…
山
鹿
・
菊
池
地
区
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
　
　
1
096
‐
325
‐
０
０
０
９

問
合
せ

社
会
保
険
出
張
相
談

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

４
月
11
日
D
・
25
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

消
費
生
活
相
談

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

４
月
12
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
振
興
課1

43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

相相
　　
談談

無
料
で
す
の
で
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時u

５
月
９
日
D

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
　

場
所u

山
鹿
中
央
病
院
外
来
ロ
ビ
ー

内
容u

血
圧
測
定
、
血
糖
測
定
な
ど

…
山
鹿
中
央
病
院
　
　

1
43
‐
６
６
１
１

問
合
せ

「
看
護
の
日
」
無
料
測
定

仕事の都合などで市役所および各総合支所へ申請するこ
とができない方は、郵送でも受け付けます。
ただし、郵便が届いた日が受付日となります。
送付先u◎子育て支援課（〒861-0592 山鹿市山鹿978）

乳幼児医療費、母子家庭等医療費助成
◎いきがい推進課（〒861-0531 山鹿市中578）
重度心身障害者医療費助成

※郵送料は申請される方負担
…子育て支援課　1４３‐１５１４
いきがい推進課　1４３‐００５２

医療費助成の申請は郵送でも
受け付けます★ ★

問合せ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
大
好
き
仲
間
の
15
年

間
の
手
作
り
作
品
が
大
集
合
で
す

日
時u

４
月
21
日
G
・
22
日
A

23
日
B

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所u

古
里
宅
（
大
宮
町
689
ー
２
）

…
古
里
宅
1
44
‐
２
９
３
７

問
合
せ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
作
品
展

新入学の時期を迎え、希望に胸をふくらませて園
児・児童が通園、通学します。
悲惨な交通事故から園児・児童を守るため、熊本
県警察本部では、交通事故防止対策の強化が図られ
ます。
市民のすべての方が、正しい交通ルールとマナー
の遵守に努められ、園児・児童を交通事故から守り
ましょう。

新入学期の園児・児童を
交通事故から守りましょう★ ★

《街頭指導強化期間u４月９日B～18日Dまで》

法
律
相
談
（
有
料
）

山
鹿
市
民
合
唱
団

「
春
う
ら
ら
コ
ン
サ
ー
ト
」

仮
想
起
業
家
体
験

未
来
の
起
業
家
参
加
者
募
集

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉
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kアール・ブリュット松本寛庸
ひろのぶ

絵画展覧会
高機能自閉症の15才少年の研ぎ澄まされた感性による
数々の芸術作品を山鹿初一挙展示
期間u４月１日A～15日Aまで
プラザファイブ四季の広場 時間u10：00～17：00
問い合わせ先　1０９０‐９４８５‐８２３８（松本）

広報やまが　2007.4.1 18

入札結果の報告（２月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

2/6
2/6
2/13

小川内後川内線舗装改修工事
平成18年度割石地区林地崩壊防止工事
平成18年度椿井地区処理施設造成工事

山鹿市鹿北椎持地内
山鹿市菊鹿町上内田地内
山鹿市椿井地内

2山本建設
2康栄土木
2真公建設

8,011,500
5,124,000
9,513,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

４月
開催日 行　事　名 時間 料金

－
昼夜
昼
日中
午前
日中
午後
日中
日中

－
有料
有料
無料
関係者
無料
無料
無料
有料

11日D

13日F

14日G

15日A

20日F

22日A

28日G

29日A

30日B

休館日
玄海竜二
第６回八千代座選抜座長大会
山鹿温泉祭第18回民謡と踊りの共演
熊本県消防職員意見発表会
原田歌謡塾５周年記念発表会
晴々カラオケ発表会
琴響会大正琴発表会
安田知博里帰りコンサート

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

１日A

８日A

15日A

22日A

29日A

30日B

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
４
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

もろとみ医院／くりた皮フ科医院／幸村医院
武内医院／たなか眼科医院
大坪内科呼吸器科医院／大坂整形外科医院
星田内科医院／はとの眼科クリニック
三森循環器科呼吸器科病院
坂本医院／松永整形外科リウマチ科

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

kポポロ12周年企画絵画展
熊本在住35人の作家による絵画作品展　
前期間u４月２日B～14日G

後期間u４月16日B～30日B

※前期と後期は作品を入れ替えます
（最終日はそれぞれ15：00まで）

k染花～春の創作展～
三村省子白い布を素材にした創作花
期間u３月30日F～４月17日Cまで
Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休・第２火曜日）

聴
覚
障
が
い
者
の

社
会
参
加
と
自
立
促

進
に
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

を
行
う
手
話
通
訳
者

を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
し

手
話
通
訳
を
目
指
す
方
で
、
終
了
後
手

話
通
訳
が
可
能
な
方
と
し
ま
す
。

日
程u

q
入
門
課
程

４
月
16
日
B
〜
８
月
６
日
B

w
基
礎
課
程

８
月
20
日
B
〜
３
月
31
日
B

毎
週
月
曜
　
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館

定
数u

q
入
門
課
程
　
40
人

w
基
礎
課
程
　
30
人

※
基
礎
課
程
は
原
則
と
し
て
入
門
課
程

修
了
者
の
み

※
受
講
料
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

の
み
受
講
者
負
担
）

※
開
講
初
日
会
場
に
て
申
込
み

…
7
熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

1
096
‐
383
‐
５
５
８
７

問
合
せ

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

豊
富
な
文
化
財
に
恵
ま
れ
た
山
鹿
の

歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

弥
生
時
代
の
大
集
落
遺
跡
で
あ
る
方

保
田
東
原
遺
跡
を
会
場
と
し
て
、
古
代

か
ら
現
在
に
い
た
る
山
鹿
の
歴
史
に
つ

い
て
、
学
芸
員
が
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

歴
史
や
文
化
財
に
興
味
が
あ
る
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間u

５
月
〜
翌
年
２
月
（
計
10
回
）

毎
月
第
２
日
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u
山
鹿
市
出
土
文
化
財

管
理
セ
ン
タ
ー
（
方
保
田
）

年
会
費u
１
、
０
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
締
切u
４
月
20
日
F

午
後
５
時
ま
で

※
電
話
で
の
申
込
み

…
山
鹿
市
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
　
　

1
46
‐
５
５
１
２

k堀川千恵美と押花大好き仲間たち展
四季折々の草花で自由に創作する押花を展示
期間u４月25日D～５月30日Dまで
お菓子の香梅　山鹿店 時間u８：30～20：00
※お問い合せは堀川まで　1４３‐７５４３

ふ
る
さ
と
や
ま
が
歴
史
教
室

初
心
者
向
け
の
和
太
鼓
教
室
で
す
。

お
も
い
っ
き
り
バ
チ
を
た
た
い
て
日

ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
ま
せ
ん

か
。

【
説
明
会
】

日
時u

４
月
28
日
G

午
後
７
時

場
所u

市
民
球
場
１
塁
側
倉
庫

（
電
話
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
）

期
間u

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

月
２
回
を
予
定

定
員u

25
人

参
加
費u

バ
チ
代
　
　
２
、
０
０
０
円

会
費
（
月
）
１
、
０
０
０
円

※
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

…
観
光
振
興
課
（
昼
間
）

1
43
‐
１
５
７
９

今
井
（
夜
間
）

1
090
‐
２
３
９
６
‐
８
５
２
８

問
合
せ

和
太
鼓
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

k下町（山鹿地区）書道教室展
書道教室にかよう生徒さんの作品展
期間u４月14日G～21日Gまで
彩座　山鹿市山鹿1699（中町）1４３‐８８８０
時間u11：30～14：30   17：00～23：30 （月曜定休）

受
験
資
格u

・
Ｓ
53
年
４
月
２
日
〜
Ｓ
61
年
４
月
１
　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
は
不
　

問
）

・
Ｓ
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
（
大
学
を
卒
業
ま
た
は
Ｈ
20
年
３

月
ま
で
の
卒
業
予
定
者
）

試
験
の
程
度u

大
学
卒
業
程
度

一
次
試
験u

６
月
10
日
A

申
込
書
受
付
期
間u

４
月
２
日
B
〜
13
日
F
ま
で

※
郵
便
の
場
合
当
日
の
消
印
有
効

※
持
参
の
場
合
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

（
土
・
日
を
除
く
）

申
込
用
紙u

国
税
局
ま
た
は
各
税
務
署

受
験
申
込
先u

〒
８
６
０
ー
８
６
０
３

熊
本
市
二
の
丸
一
ー
二

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

…
山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

税
務
職
員
（
国
税
専
門
官
）

募
集

問
合
せ
・
申
込

内
容u

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
や

軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
と
お
し
て
、

健
康
づ
く
り
と
会
員
同
士
の
親

睦
を
図
り
ま
す
。

期
間u

５
月
中
旬
〜
翌
年
３
月
ま
で

午
前
９
時
半
〜
午
前
11
時
半

（
月
３
回
開
催
）

会
費u

年
３
、
０
０
０
円

…
社
会
体
育
課

1
43
‐
０
０
９
０

健
康
つ
く
り
教
室

【
一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）】

資
格u

20
歳
以
上
26
歳
未
満

受
付
期
間u

４
月
１
日
A
〜
５
月
11
日
F

一
次
試
験
日u

５
月
19
日
G
・
20
日
A

※
20
日
は
飛
行
要
員
の
み

【
自
衛
官
募
集
相
談
員
】

・
山
鹿
中
学
校
校
区
　
　
猿
渡
孝
敏

・
鶴
城
中
学
校
校
区
　
　
大
森
眞
悟

・
鹿
北
中
学
校
校
区
　
　
月
足
　
昭

・
菊
鹿
中
学
校
校
区
　
　
富
田
公
義

・
鹿
本
中
学
校
校
区
　
　
末
藤
　
守

・
米
野
岳
中
学
校
校
区
　
松
本
至
順

…
熊
本
地
方
協
力
本
部

山
鹿
地
域
事
務
所
1
43
‐
７
４
５
７

Ｈ
19
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

問
合
せ

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
弓
道

山
鹿
市
民
を
対
象
に
、
弓
道
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

期
間u

５
月
８
日
C
〜
９
月
28
日
F

毎
週
火
・
金
曜

午
後
７
時
半
〜
午
後
９
時
半

（
夜
間
の
た
め
中
高
生
は
保
護
者

の
了
解
が
必
要
）

場
所u

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内

弓
道
場
（
鍋
田
）

受
講
料u

無
料

※
年
齢
や
経
験
は
問
わ
な
い

※
弓
具
は
協
会
で
準
備

…
山
鹿
市
弓
道
協
会

江
上
　
1
43
‐
３
１
６
２

黒
田
　
1
43
‐
５
６
８
０

問
合
せ
・
申
込

市
税
等
の
収
納
率
向
上
を
図
る
た

め
、
納
税
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

年
齢u

40
歳
以
上
70
歳
未
満

主
な
業
務u

・
市
税
等
の
収
納
業
務

・
納
税
相
談

・
口
座
振
替
推
進
　
等

勤
務
時
間u

非
常
勤
の
嘱
託
員
で
１
か
月
に
20
日

間
程
度
（
６
時
間
／
日
）

申
込
締
切u

５
月
１
日
C

…
本
庁
税
務
課
収
納
係

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ
・
申
込

全国的に有名な山鹿の郷土芸能「山鹿
灯籠踊り」。
この保存会の踊り手と地方（じかた）

を募集します。一度のぞいてみませんか。
対象者u山鹿市在住・在勤の人

初心者大歓迎
踊り手は未婚に限る

練習u週に１～２回　夜

山鹿灯籠踊り保存会
踊り手・地方（じかた）募集★ ★

【踊り・地方（じかた）練習見学会】
日時u４月24日C 20：00
場所u山鹿市民会館大ホール

…山鹿灯籠踊り保存会事務局
（観光振興課内）

1４３‐１５７９

問合せ

k「和尚とその弟子たち」絵画展
金剛乗寺志賀勢弘先生
期間u４月１日A・～30日Bまで
棧敷茶屋「貸ギャラリー」（八千代座前）
1４４‐８２２１（不定休） 時間u10：00～17：00

問
合
せ
・
申
込

納
税
相
談
員
募
集

kバラの香りを飲むfrom new york
ニューヨークのアロマセラピスト橋本真理子さんによ

るアロマセラピーの利用法、実用例の紹介、ブレンドテ
ィーなどの展示
期間u４月１日Aまで

ロフト孫平（丸亀醤油２Ｆ）1４４‐３１３１
時間u11：00～16：00
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R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

赤赤ちちゃゃんん大大募募集集！！

荒木　智大
ともひろ

さん
（H18.4.28生れ）

鹿校通（山鹿）

Qぼくから一言
早くお兄ちゃんお姉ち
ゃんといっしょに遊びた
いなぁ！

Qわたしから一言
あーちゃん、じいちゃん、
ばあちゃん、いつも可愛が
ってくれてありがとう！

今村　日和
ひより

さん
（H17.10.７生れ）

山鹿（山鹿）

Qパパからメッセージ
お兄ちゃんに負けるな！

問合せVol.25
幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

人間の体温は、常に一定に保たれており、激しい運動な
どで体内に熱が発生しても、汗をかくことで体温を調節し
ています。しかし、冷暖房が完備された職場やご家庭が増
える中、特に夏場１日中冷房の中にいると熱を発生するこ
とがなく、汗もかかないので自律神経（※１）が乱れ、身
体に冷え性などのさまざまな症状が起こります。また、身
体が冷えるということは、血行が悪いとも考えられ、身体
の不調にもつながり、女性ならば深刻な悩みの「お肌」に
も影響が現れたり、人間の基本的な生活において使うエネ
ルギー「基礎代謝」が落ちたりします。
「わきの下の温度」と「お腹の周りの温度」を比べてお
腹の温度の方が冷えていたら『要注意』です。
【冷え性がもたらす影響（抜粋）】
・便秘（血行が良くなると改善することも多いようです）
・婦人科系（ホルモンの働きが鈍くなる）

【冷え性対策】
・冷たいものや生ものを避け、身体の内側から温める。
・ぬるめ（40℃程度）のお風呂にゆっくり浸る。または、
バケツに足のくるぶしまで熱いお湯に20分程度浸す。（血
行が良くなります。）
・身体を動かして基礎代謝を上げる。
・腹巻きなどでお腹を冷やさない。

身体を鍛えることで「何をやっていいのかわからない」
という方は、ゆ～かむにお気軽にご相談ください。ジムも
プールも温泉も完備していますし、トレーナーもいます。

（※１）身体の全身に存在し、睡眠・血圧・体温などの調節
や内臓の働き、免疫などといった働きをつかさどり、
自分では意識することのできない神経�

冷え性と基礎代謝
あなたは寒がり？暑がり？

赤赤ちちゃゃんん とと みみんんなな のの 健健康康情情報報ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

u個人負担金

定期年齢内であれば、
自己負担はありません！

u予防接種に行く前のチェック　

□子どもの体調は良いですか？
□今回受ける予防接種について理解していますか？
□母子健康手帳と問診票(事前に記入しておいて下さい）、
保険証は持ちましたか？
(母子手帳がないと受けられません）

□日頃のお子さんの健康状態を知っている保護者が、
必ず連れて行きましょう

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

日時u４月２日B 山鹿・菊鹿
４月９日B 山鹿・鹿北
４月16日B 山鹿・鹿本
４月23日B 山鹿・鹿央
13：30～15：30まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿 北→鹿北総合支所
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央総合支所

母子健康手帳交付乳幼児健診
k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（18年12月生）
日時u４月17日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（18年８月生）
日時u４月24日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（17年８月生）
日時u４月３日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（15年12月生）
日時と対象u
４月20日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
４月27日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（18年８月・12月生）
日時u４月10日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（17年８月・９月生）
日時u４月26日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u４月２日B…菊鹿　９日B…山鹿・鹿北
16日B…鹿本　23日B…鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿、菊鹿、鹿本→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター
鹿央→鹿央多目的研修センター

育児相談

医療機関名
（医院名）

地区
TEL

BCG 三種混合
ＭＲ
(麻疹･風
疹混合)

井上小児科医院

上塚外科胃腸科
医院

うちだ内科医院

さがわ医院

坂本医院

東内科小児科
医院

桑木内科

中川医院

きくか松岡
クリニック

幸村医院

日本脳炎
１期※

山鹿
144-5628

山鹿
143-6655

山鹿
144-5800

山鹿
144-2540

山鹿
144-2763

山鹿
144-3444

鹿本
146-2063

鹿本
146-3106

菊鹿
148-2055
鹿央
136-2000

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※現在、日本脳炎の積極的な接種は行っていません。ただし、感染する
恐れが高いなど、特に接種を希望される場合には、同意書に記入して
いただくと接種を受けることができます

個別接種実施医療機関名一覧表個別接種実施医療機関名一覧表((乳幼児乳幼児））Ｈ19年度

（H17.６.20生れ）

中（山鹿）
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◆市◇民◆文◇芸◆

岩
岡
中
正
選

憂
き
こ
と
も
忘
れ
ゆ
く
も
の
梅
に
佇
つ
　
　
　

山
下
と
し
子

暖
冬
の
話
続
い
て
雪
と
な
る

狩
野
や
よ
い
　

よ
べ
雨
の
あ
り
て
野
梅
の
散
り
は
じ
む

大
林
　
信
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会
　

互
選

縁
側
に
今
日
も
寝
こ
ろ
び
日
脚
伸
ぶ

河
津
　
山
水

た
ち
止
り
冬
空
見
上
げ
八
十
を
知
る

古
家
　
　
勝

喜
寿
の
髪
染
め
ひ
と
り
居
の
雛
祭
り

児
玉
て
る
美

鹿
本
俳
句
教
室

二
月
例
会

互
選

一
点
の
光
と
な
り
ぬ
初
雲
雀

小
島
　
　
稔

日
脚
伸
ぶ
老
ひ
の
嬰
を
守
る
乳
母
車

斉
藤
　
英
子

庭
の
風
渡
る
寒
さ
に
葉
の
ふ
る
う坂

本
　
文
子

【
漢
　
詩
】

遊
山
鹿
八
千
代
座

泉
田
辰
二
郎
作

山
鹿
浪
漫
盈
満
堂
山
鹿
の
浪
漫
満
堂
に
盈
ち

百
華
百
彩
百
星
霜
百
華
百
彩
百
星
霜

鳳
鸞
妙
舞
芝
居
演
鳳
鸞
の
妙
舞
芝
居
の
演

劇
座
歓
愉
入
夢
長
劇
座
の
歓
愉
夢
に
入
る
こ
と
長
し

※
こ
の
漢
詩
は
、
山
鹿
市
に
観
光
に
訪
れ
た
熊
本
市
内

の
方
が
、
百
華
百
彩
を
見
て
感
動
し
送
ら
れ
て
き
た
も

の
で
す
。

【
短
　
歌
】

山
鹿
短
歌
会
　
三
月
例
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

温
か
そ
う
に
野
仏
の
膝
枯
れ
落
ち
葉
そ
の
ま

ま
に
し
て
掌
を
合
は
せ
ゆ
く
　
鬼
木
　
芳
子

と
ど
き
た
る
訃
報
の
如
し
庭
先
き
の
白
き
椿

が
ぽ
と
り
と
落
ち
ぬ
　
　
　
　
皆
本
　
幸
子

夜
明
け
前
若
者
の
打
つ
初
太
鼓
杜
に
谺
す
新

し
き
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
妻
千
佐
子

あ
じ
さ
い
短
歌
会

三
月
例
会

中
満
重
明
選

控
え
目
に
寒
の
扉
を
そ
っ
と
開
け
春
が
覗
い

て
い
る
よ
う
な
昼
　
　
　
　
　
横
尾
　
ト
シ

皺
み
た
る
一
つ
を
残
し
柚
子
採
り
ぬ
寒
夜
に

思
ふ
そ
の
ひ
と
つ
実
を
　
　
　
関
　
ケ
イ
子

電
線
の
影
も
凍
る
か
寒
月
夜
黒
き
二
線
が
川

面
に
延は

へ
り
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
信
博

鹿
北
短
歌
会
　
二
月
例
会

中
満
重
明
選

リ
ユ
ー
ト
持
ち
演
奏
会
に
児
は
行
き
ぬ
足
取

軽
く
霜
厚
つ
け
れ
ど
　
　
　
　
西
牟
田
節
代

寒
た
ま
ご
風
邪
予
防
に
と
賜
ひ
た
る
心
う
れ

し
き
黄
味
の
色
に
も
　
　
　
　
弓
掛
む
つ
子

椿
散
る
雪
の
重
さ
に
耐
へ
か
ね
て
逝
け
る
が

如
し
叔
母
は
一
人
で
　
　
　
　
徳
永
　
則
子

菊
鹿
短
歌
会

二
月
作
品

小
さ
き
を
侮
り
て
ゐ
し
は
こ
べ
草
い
つ
し
か

茶
畑
埋
め
つ
く
し
を
り
　
　
　
中
原
　
英
子

い
つ
の
日
か
ほ
ぐ
る
る
兆
し
秘
め
持
ち
て
こ

ぶ
し
の
蕾
し
ぐ
れ
に
濡
る
る
　
松
岡
　
文
代
　

見
ず
知
ら
ず
の
女
に
手
を
添
え
ら
れ
て
生
ゴ

ミ
出
し
の
朝
の
す
が
し
さ
　
　
森
田
　
洋
子

鹿
本
短
歌
教
室
　
二
月
例
会

互
選

霜
解
け
の
運
動
場
に
砂
敷
か
れ
部
活
の
声
が

天そ
ら
に
ひ
び
か
ふ
　
　
　
　
　
　
立
山
　
顴
明

ふ
る
里
を
こ
の
眼
に
留
め
て
逝
き
た
し
と
移

民
八
十
年
従
姉
の
便
り
　
　
　
後
藤
　
戌
雄

寒
雀
群
れ
き
て
梅
の
梢う
れ

占
む
る
一
挙
一
瞬
一

体
の
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
晶
子

鹿
央
短
歌
会

二
月
作
品

互
選

蒲
団
干
す
日
光
浴
み
て
ふ
つ
く
ら
と
今
宵
の

寝
床
我
の
安
ら
ぎ
　
　
　
　
　
井
手
　
幸
子

吾
が
つ
く
る
納
豆
う
ま
し
と
言
ふ
子
等
に
し

ん
ど
い
な
が
ら
も
藁
つ
と
を
編
む江

藤
　
い
し

ど
ん
ど
焼
の
燠お

き
あ
か
あ
か
と
夕
闇
に
子
ら
も

大
人
も
頬
火
照
ら
せ
て
　
　
　
立
山
　
〆
子

【
肥
後
狂
句
】

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

二
月
例
会

飯
田
東
原
選

そ
る
が
楽
　
公
役
は
銭
ィ
さ
せ
と
こ
う

立
山
　
連
峰

ど
っ
こ
い
し
ょ
　
背
中
の
母
は
軽
か
っ
た
　
　

冨
田
　
土
管

い
じ
め
ら
れ
　
踏
ン
た
く
ら
れ
て
育
つ
麦

寺
本
凡
久
良

春
一
番
　
お
供
は
黄
砂
杉
花
粉

落
合
　
万
吉

そ
る
が
楽
　
肩
書
総
よ
つ
ん
ぶ
る
い

大
村
　
輪
子

長
瀬
狂
介
選

後
二
年
　
し
ご
き
に
耐
え
て
目
指
す
金

飯
田
　
東
原

後
二
年
　
禁
酒
し
が
つ
も
無
ァ
寿
命

小
水
流
繁
富

い
じ
め
ら
れ
　
そ
っ
と
柔
道
習
い
よ
る

松
尾
　
精
郎

ど
っ
こ
い
し
ょ
　
痩
せ
猪
も
八
周
目

富
田
　
亀
水

い
じ
め
ら
れ
　
少
年
Ａ
が
出
来
上
が
る

有
働
　
知
遊

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

二
月
例
会

古
田
千
万
歩
選

ま
だ
蕾
　
も
う
見
染
め
ら
れ
玉
の
輿

飯
田
　
東
原

有
難
う
　
お
ま
え
あ
っ
て
の
今
の
俺
　
　
　
　

荒
平
　
　
峠

不
思
議
な
こ
つ
隣
の
子
と
も
よ
う
似
と
る
　
　

古
川
ひ
ろ
み

【
俳
　
句
】

山
鹿
俳
句
会

二
月
例
会

※２月中の届出受付分を掲載しています
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◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿 水上　賢一さんQ宮闢美弥子さん
三 岳　金子　広樹さんQ闍田　千春さん
大　道 江藤　彰洋さんQ古田　智穂さん

井手　久雄さんQ堀川裕希子さん
鹿　北
岩　野 河内　　久さんQ周
菊　鹿
六　郷 木庭翔一郎さんQ門田　麻里さん
城　北　渡辺　秀和さんQ堤　　志帆さん
鹿 本
稲　田 社方　亮一さんQ松本伊津子さん
鹿　央
千　田 増尾　光明さんQ闍本　麻美さん

富田　洋介さんQ梅木巳紗子さん

◆うぶごえ◆
山　鹿

山　鹿 岡崎　新大
あらた

さん　斉藤ひなたさん
鹿子木己達

こだち

さん　佐藤　瀧心
そうし

さん
伊藤　陽菜

はるな

さん
米　田 黒田　獅龍

しりゅう

さん
川　辺 古川　拓豊

たくと

さん　松野　憂眞
ゆうしん

さん
八　幡 中原　梨良

り ら

さん　山田　咲希
さ き

さん
平小城 星子　結依

ゆ い

さん
三　玉 姫地　虎旺

こ お

さん　宮村健太郎
けんたろう

さん
大　道 野口　優楽

ゆうま

さん　木野　真季
ま き

さん
丸岡　一星

いっせ

さん　彌永海悠斗
み ゆ と

さん
有働　由望

ゆ み

さん　松田　莉音
り お

さん
江東　健人

けんと

さん　宮野　啓哉
ひろや

さん
菊　鹿
内　田　原口　心花

みはな

さん

六　郷 平田琉月稀
り づ き

さん
城　北 丸山　千尋

ちひろ

さん
鹿　本
来　民 川添　瑠菜

る な

さん　松浦　結斗
ゆいと

さん
大嶋　常愛

ときよし

さん　顴川　　巧
たくみ

さん

稲　田 伊藤　乃愛
の あ

さん　中田　瞬凜
しゅり

さん
中　富　豊田　能士

たかし

さん
鹿　央
米野岳 木下　侑紀

ゆ き

さん　
山　内 松本　天月

てんが

さん

２月
◆おくやみ◆

山　鹿

山　鹿　隅田　十子さん(89) 岩本　慶一さん(56)
吉田　惣作さん(91) 小山しずよさん(64)
黒田　征也さん(62) 堤　　敏雄さん(40)
原賀　キミさん(99) 深牧　次雄さん(85)
横手　正剛さん(74) 佐藤　春枝さん(92)
緒方　　港さん(90) 小川モト子さん(66)
津山　　幸さん(82)

米　田　中嶋ツギヲさん(99) 猪寺　幸子さん(70) 
長浦　正行さん(90)

川　辺 手嶋智惠子さん(84) 坂本　正義さん(71)
八　幡 古山シノブさん(89) 淵上　梅次さん(100)

闍山　順吉さん(56)
平小城 嶋田　　稔さん(46) 杉本アイ子さん(89)  

古家　淑子さん(80)
三　岳　本多　哲子さん(52) 松本　　止さん(71)

中尾　義明さん(73)
三　玉 中川　弘継さん(38)
大　道 松本　霪雄さん(86) 若杉　典英さん(70)

川上　利光さん(68) 藤坂三智男さん(82)
角田ユリ子さん(70) 藤本　静子さん(92)
船越　及子さん(63) 若杉　　大さん(93)

鹿　北
岳　間　北原キヤ子さん(79) 深牧　智冨さん(82)

馬場　好身さん(83) 黒川　絢子さん(86)
岩　野　齊藤　廣光さん(83) 田中　己直さん(95)

古川　貞子さん(95)
菊　鹿
内　田　平嶋　　久さん(84)
六　郷 多久ハツエさん(94) 竹下チヨキさん(83)

大畑　武雄さん(74) 田中ハルエさん(87)
城　北 平野　　誠さん(94) 松尾　順和さん(60)

闍木マサヨさん(90) 原口九州男さん(84)
鹿　本

来　民 山口　　篤さん(89)
稲　田　

高倉　政雄さん(72)
中　富 隈部　光顴さん(90) 冨野　咲男さん(80)
鹿　央
千　田　村上惠美子さん(86) 守川マルコさん(84)

闍本ヒロ子さん(77) 中井　孝光さん(55)
闍岡キヨコさん(94)

米野岳 井出　良子さん(65) 梶山美代子さん(78)
山本　正之さん(90) 古閑丸ミチヨさん(91)

◆『広報やまが』に対するご意見募集◆
毎月『広報やまが』をご愛読いただきありがとうご

ざいます。今後さらに内容の充実を進めて、より多く
の皆様に読んでいただけるような広報紙となるよう
に、皆さまからのご意見・ご要望を募集します。
氏名（匿名可）・年齢・性別を記入の上、郵送また

はFAXかE-メールで下記まで送り下さい。
送り先u秘書課広聴広報係 861-0592 山鹿市山鹿978

FAX44-0373    E-メール hisho@city.yamaga.lg.jp


